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2016年合格目標 

国家総合職 秋試験(教養区分)対策講座 

ガイダンス 
担当 TAC国家総合職講座担任 山下純一 

 

１ 国家総合職教養区分試験とは 

(１)試験の流れ(平成28年予定) 

受付け  1次試験  ２次試験  最終発表 

インターネット 

８/３～17 

 ９/25 

⇒10/12 

発表 

 
11/８～16 

のうち2日 

 

12/９ 

 

 

 

（２）試験内容 

1)１次試験 

  試験の時間割(平成27年試験) 

9:00～13:20 総合論文試験(試験時間4時間) 

昼休み 

14:00～16:15 基礎能力試験Ⅰ(試験時間２時間) 

16:25～17:55 基礎能力試験Ⅱ(試験時間１時間30分) 

 

①総合論文試験(４時間：２問：配点８/28 ※評価は２次でなされる) 

 Ⅰ：政策の企画立案の基礎となる教養・哲学的な考え方に関するもの 

 

 Ⅱ：具体的な政策課題に関するもの 

 (それぞれ1行32文字×55行の解答用紙で答案作成) 

 

②基礎能力試験Ⅰ(２時間：24問＝文章理解8問＋数的処理16問：配点３/28) 

③基礎能力試験Ⅱ(１時間30分：30問＝時事３問＋自然科学・人文科学・社会科学各９問 

：配点２/28) 
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具体的には・・・ 

①総合論文試験 

平成27年本試験問題 
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 6 

②基礎能力試験Ⅰ 

問題番号 科目 内容 問題番号 科目 内容 

No.１ 文章理解 現代文(内容合致) No.13 判断推理 証言推理 

No.２ 文章理解 現代文(内容合致) No.14 判断推理 対応関係(数量推理) 

No.３ 文章理解 現代文(文章整序) No.15 空間把握 軌跡の面積 

No.４ 文章理解 英文(内容合致) No.16 空間把握 スライス法 

No.５ 文章理解 英文(内容合致) No.17 数的推理 時計算 

No.６ 文章理解 英文(内容合致) No.18 数的推理 売買と割合 

No.７ 文章理解 英文(内容合致) No.19 数的推理 確率 

No.８ 文章理解 英文(空欄補充) No.20 数的推理 剰余系 

No.９ 判断推理 命題(三段論法) No.21 数的推理 約数の個数 

No.10 判断推理 
対応関係 

(プレゼント交換) 
No.22 数的推理 確率 

No.11 判断推理 対応関係(購入物と色) No.23 資料解釈 
相関図(３つの試験の

得点率の散布図) 

No.12 判断推理 
位置関係 

(アパートの部屋割り) 
No.24 資料解釈 

数表(貿易額・貿易相

手の推移) 

 

 

③基礎能力試験Ⅱ 

問題番号 科目 内容 問題番号 科目 内容 

No.１ 時事 我が国における近年の法改正 No.16 日本史 日本文学の歴史 

No.２ 時事 近年における貿易や経済協定等 No.17 日本史 大正時代の政治 

No.３ 時事 
我が国における子育てを 

取り巻く状況 
No.18 世界史 ヨーロッパにおける戦争 

No.４ 数学 3次関数の最大値 No.19 世界史 
アジアやアフリカにおける 

イスラーム王朝 

No.５ 数学 方程式の解 No.20 地理 南半球の自然環境 

No.６ 物理 抵抗の並列接続 No.21 地理 北欧諸国 

No.７ 物理 浮力の大きさ No.22 法学 社会権 

No.８ 化学 元素や原子 No.23 法学 わが国の消費者保護法制 

No.９ 化学 銅やその化学反応 No.24 政治 現代における各国の政治体制 

No.10 生物 細胞 No.25 政治 条約や国際機関 

No.11 生物 動物の行動 No.26 経済 我が国における近年の金融政策 

No.12 地学 地球環境の変化や生物の進化 No.27 経済 第二次世界大戦後の我が国の経済 

No.13 思想 ドイツの思想家 No.28 経済 国際経済 

No.14 思想 江戸時代の思想家の著作 No.29 社会 メディアと社会 

No.15 芸術 19世紀以降に活躍した芸術家 No.30 社会 我が国の公的年金制度 
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Ⅰ部で８点・Ⅱ部で９点を取れなければ足切り 

 

合格点が何点くらいか？ 

※参考平成27年試験1次試験合格最低点(標準点114点で合格 カッコ内は平均点) 

基礎能力Ⅰ 

(12.771) 

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

基礎能力Ⅱ 

(14.082) 
27 26 24 22 20 18 17 15 13 11 
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基礎能力試験 文章理解(現代文) 

例題(平成27年国家総合職教養区分No.１)                 正解 １ 
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基礎能力試験 文章理解(英文) 

例題(平成27年国家総合職教養区分No.１)                 正解 ３ 
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基礎能力試験 数的処理(判断推理・数的推理・資料解釈含む) 

判断推理…高度なクイズ？⇒数学・算数が苦手な人でも問題演習量でカバーできる科目 

 

例題(平成27年国家総合職教養区分No.９)                 正解 １ 
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数的推理…算数の文章題、数学の平面図形⇒数学・算数が苦手だと苦労するが、点を拾うことが

できればよい＝ジャンルごとに克服していく 

 

文章題の例題(平成27年国家総合職教養区分No.19)             正解 ３ 
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平面図形の例題(平成26年国家総合職教養区分No.15)           正解 ２ 
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空間把握…出題されても１問～２問 

 

例題(平成27年国家総合職教養区分No.15)                正解 １ 
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資料解釈…数表、グラフなどの資料を読み取って、簡単な計算をする 

⇒数学・算数が苦手な人でも問題演習量でカバーできる科目 

例題(平成27年国家総合職教養区分No.24)                 正解 ２ 
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2)２次試験 

①企画提案試験（Ⅰ部：2時間1題  Ⅱ部：おおむね1時間程度 ：配点５/28） 

Ⅰ部…小論文 

                

Ⅱ部…プレゼンテーション 

 

②政策課題討議試験(概ね２時間程度：配点４/28) 

 課題に対するグループ討議によるプレゼンテーション能力やコミュニケーション力など

についての試験(課題に関する資料の中に英文によるものも含む。) 

 

③人物試験(概ね20分程度：配点６/28) 

 



 

 16 

具体的には・・・ 

①企画提案試験 

平成26年問題 

次で求められている小論文を作成しなさい。ただし，資料は小論文作成に当たっての参考程度とし，

資料に書かれている施策にとらわれず自分の考えに基づいて施策を提案しなさい。 

 

あなたが置かれている状況 

あなたは，ある組織の行政官として上司から次の課題が与えられており，自分の提案を説明するた

めの文書を作成しようとしている。なお，あなたの提案は組織内で検討されたのち，実現に向けて関

係府省との調整等を経て，最終的には，国民に対して公表されることとなっている。 

上司からの課題 

平成25 年度に行われた若者（満13 ～ 29 歳）を対象とした意識調査によれば，「日本の若者は諸

外国と比べて，自分の将来に明るい希望を持っていない。」という結果が出ている。 

他方，我が国の子どもをめぐる環境としては，平成25 年度，児童虐待の相談や通報を受けて対応

した件数が 7 万件を超えたほか，子どもの貧困率（注）が平成24 年に16.3 ％となるなど，子ども

の安心・安全や養育について，対処すべき課題がある。 

このような状況を踏まえ，今後の我が国を支える子どもや若者が，自分の将来に希望を持ってもら

えるようになる具体的な方策を提案し，組織内の関係者に説明できるような文書（小論文）を，作成

しなさい。 

なお，提案に当たっては，効果が現れる時期にも言及しなさい。 

 

（注）「子どもの貧困率」とは，子ども（17 歳以下の者）全体のうち，等価可処分所得が貧困線 

に満たない子どもの割合をいう。 

等価可処分所得：世帯の可処分所得（収入から税金・社会保険料等を除いたいわゆる手取り収入）を世帯人員の

平方根で割った所得。 

貧困線：等価可処分所得の中央値の半分の額。なお，平成24 年は122 万円。 

 

②政策課題討議試験 

平成26年問題 

テーマ：「通学路に防犯カメラを設置することを、地方自治体は推進している。子どもの安全に対する意識

から地域住民の需要もあり、繁華街におかれることも多い。効果がある一方で、プライバシーの

問題や防犯カメラは補助的な役割にすぎないという指摘もある。あなたの意見は、次のＡ・Ｂの

どちらに近いか。 

Ａ：防犯カメラの設置を地方自治体に義務づけるべきである。 

Ｂ：防犯カメラの設置を地方自治体に推奨はするが、義務づけるべきではない。 

意見Ａについては、防犯カメラ設置上の問題を、意見Ｂについては防犯カメラ以外の安全対策に

ついてもグループ討議内で扱うこと。」 

（資料①毎日新聞 大阪府箕面市での防犯カメラ設置ニュース。資料②警察庁２月の通達「通学

路などにおける子どもの犯罪被害防止対策の推進について」） 
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③人物試験 

「これまでに取り組んだ活動や体験」「志望動機」などを中心としたコンピテンシー(どう

取り組んだのかに重点を置いて聞いていく)面接(後につけた面接カード＋受験時に提出し

たエントリーシートを使う) 

総合論文試験で8点、企画提案試験で3点、政策課題討議及び人物試験でD以上の評価を取れ

なければ足切り 

 

合格点が何点くらいか？ 

総合論文試験(20点満点・各部3点以下は不合格・平均点11.931・標準偏差2.342) 

粗点 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

標準点 70 89 107 125 144 162 180 199 217 235 253 272 290 

 企画提案試験(12点満点・3点以下は不合格・平均点6.063・標準偏差2.087) 

粗点 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

標準点 61 75 90 104 119 134 148 163 177 

政策課題討議試験(Ａ～Ｅの5段階評価・Ｅ評価は不合格) 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

標準点 122 97 67 33 

人物試験(Ａ～Ｅの5段階評価・Ｅ評価は不合格) 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

標準点 173 138 102 67 

最終合格点：532点 

 

平成27年からは、ここに英語試験の活用による加点が加わる 

 
TOEFL iBT® TOEIC® IELTS 英検 

15点加算 65以上 600以上 5.5以上 － 

25点加算 80以上 730以上 6.5以上 準1級以上 
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☆合格シミュレーション 

１次試験 114 

総合論文 12(144) 

企画提案 ６(90) 

政策課題討議 Ｃ(67) 

人物 Ｃ(102) 

総点 あと15点不足 

 
2次試験のどこかで平均超え

or英語加算15点が必要 

 

☆試験結果 

 申込者数 受験者数 1次合格者数 1次倍率 最終合格者数 最終倍率 採用予定者数 

平成25 1,962 995 174 5.7 92 10.8 
平成25 数人 

平成26 25 

平成26 1,913 1,119 228 4.9 123 9.1 
平成26 数人 

平成27 33  

平成27 2,453 1,486 232 6.4 133 11.2 
平成27 数人 

平成28 不明 

※平成26年試験においては、35人が採用された 

 

（３）試験後の流れ 

平成29年4月採用･･･平成28年12月中旬に官庁訪問 

平成30年4月採用･･･平成29年8月上旬から官庁訪問 

 

 ※主な省庁の教養区分からの採用実績(分母は大学卒業程度からの法文系総採用者) 

省庁名 平成25年 平成26年 平成27年 

財務省 ４/19 ３/31 ６/23 

総務省(全分野計) １/35 ２/30 ９/51 

外務省 ７/23 ３/22 13/28 

経済産業省 ５/18 10/24 ４/27 

警察庁 ０/17 ２/19 調査中 

農林水産省 ０/11 １/14 ２(全体数不明) 

厚生労働省 ０/30 ５/32 ９/35 

国土交通省 ４/24 ３/25 ５/30 

文部科学省 ０/14 ２/19 ３/25 
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★もう一つの試験(隠れメニュー)：官庁訪問 

 開始…最終合格発表(平成27年は7月31日)の後、8月5日午前８時30分から 

 

 期間…開始日から1週間(同一省庁に訪問日の翌日・翌々日は訪問不可) 

    次の１週間(同一省庁に２日連続して訪問不可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ａ・Ｂ・Ｃはそれぞれある官庁を指す 

  ※８月1８日に「内々定」が出る・・・事実上の内々定はそれ以前に暗示されてはいる 

 

 ※何をするか…原課(政策を作っているところ)・人事を含め様々な人と面接(面談に近いものも

ある)して、その省庁のカラーにあっているかどうかを判断される 

 

 ※この官庁訪問をクリアしないと、就職できない⇒官庁訪問の倍率2.5倍程度 

 

月

日 
8/5 8/6 8/7 8/10 8/11 8/12 8/13 8/14 8/17 8/18 

 第１クール 第2クール 第3 第4 第5 

Ａ ○ × × ○ × × ○ × ○ ○ 

Ｂ × ○ × × ○ × × ○ × × 

Ｃ × × ○ × × ○ × × × × 
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２ 国家総合職教養区分試験のメリット 

⇒早いうちに官庁訪問のチケットをもらうことができる 

月 教養区分 春の試験 

９月 1次試験  

10月   

11月 2次試験  

12月 最終合格  

１月   

２月   

３月 あど  

4月   

５月  1次試験 

6月  2次試験 

7月  最終合格 

8月 官庁訪問 

※ただし平成28年試験から、春の試験は1か月程度の前倒しの可能性があります 

 

 

このアドバンテージを手に入れることができる 

①民間企業の就活を頑張るもよし 

②官庁訪問に向けて、内定力を高める活動をするもよし 

③学業に専念するもよし 

 

 


